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(Pamanahan) がパジャン (Pajang) 支配下でマタラム領主になった年を建
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流布している, いわゆるメインスマ (Meinsma) 版のオランダ語訳 [Ras
1987b : 55100] によって筆者が整理したものを示しておく。刊行された
BTJではいわゆるバライプスタカ (Balai Pustaka) 版 (ジャワ文字・ジャ
ワ語) が最も真正性が高いとされるが, メインスマ版はこれと同系統のテ
キストであり, 物語の大筋は一致している [Ras 1987b : XIVXXI]。
マタラムの建国年次について
― ―31
１ パジャンのジョコ・ティンキル ( Joko Tingkir, 別名アディウィ
ジョヨ Adiwijoyo) に仕えていたパマナハンは, ジョコ・ティンキ






カリジョゴ (Sunan Kalijogo) に説得されてようやく実行した。
４ パマナハンが死ぬと息子のセノパティがマタラム領主を継いだ。
５ その後セノパティはジョコ・ティンキルとの戦いに勝利した。
６ ジョコ・ティンキルの死後, 実子のベノウォ (Benowo) はジパ
ン領主とされ, 女婿 (ベノウォの姉の夫) であるドゥマック





セノパティはこれを断り, ベノウォをパジャンの王 (スルタン) と
し, 自らはマタラムの王 (スルタン) となった。しかしセノパティ






























































シア国史 (Sejarah Nasional Indonesia)』(初版1975年, 全６巻)4) の最後の
版である第４版 (1984年, 全６巻) の第３巻「イスラム王国の形成と展開」
[Uka 1992] は, マタラム建国の経緯を扱わない。索引でもパマナハンは
みられず, セノパティは１度だけである。また文献目録ではドゥ・フラー







n. d.] では, パマナハンを建国者とみるらしい項目 (Mataram; Senapati)
がある一方で, セノパティをマタラム初代王とする項目 (Pamanahan) が
ある。パマナハンがマタラムに入った年次は1568年, 彼が死去しセノパティ
が継いだのは1575年とされる。
もう一つの百科事典のふたつの項目 (Mataram; Senopati) [Masyhuri









このうち２種〔Magdalia 2003 ; Yulianti 2007〕は, この1575年を以てマ
タラム王国の建国とする。１種 [Muhamad 2008] はこれを以て建国とし
ながら, マタラムの初代王セノパティの在位を1586～1601年とする。他の
２種 [Habib 2007 ; I 2006] は, セノパティが1575年にマタラムの領主になっ




























4 欧 文 文 献
東南アジア史の通史として定評のあるホールは, BTJの記す建国の経緯
を紹介した上で, その歴史的実在性を否定するベルフ (C. C. Berg) の説
と, 実在性を肯定して詳細に論じるドゥ・フラーフの立場を紹介する。そ
して, いずれにせよスルタン・アグンが登場するかなり以前からマタラム










[Miksik 2004] のほか, 1582年とするもの [Pluvier 1995 ; Turner 1997 ;
国際文化論集 №44
― ―36
Jessup 1990 ; Vlekke 1943] と1584年とするものがある [Cribb 2000 ;
Headley 2004]。
他方で, セノパティを建国者と明記せず, パマナハンを (セノパティと
ともに) 設立者とする, あるいはパマナハンがマタラムを獲得したことを
述べるものがある。パマナハンがマタラム領主になった年次を記さない場
合 [ENI 2 : 442 (Kotta Gede); Lombard 1990] もあるが, 1570年頃とする
もの [Smithies 1986] と1570年代とするものがある〔Carey 1988 ; Ricklefs







たどった。同様の例にムラカ (Melaka, マラッカ), ドゥマック, バンテ




り, やがてマジャパヒトを倒した。バンテンの建国 (1525年ころ) はドゥ

















代であるが, ジョコ・ティンキルの没年に連動していて, 1582年説, 1586





























ンコロ (Babad Sangkala) ; BTJ ;スラット・コンド (Serat Kandha), またヨー
ロッパのラッフルズ (Raffles) およびハーヘマン (Hageman) であるとい
う。おおむね以下のように説明される [Graaf 1954 : 54]。














ラスは, 解題中の略年表において「1578年コタグデ (Kota Gede) 設立」


























































































1) セノパティのカタカナ表記はセーナパティ, セナパティ, スノパティなど
がある。このうち語頭の Se をスと表記するのはジャワ語としては正しくな








5) パマナハンを初代とするなら,セノパティ (1601死) が第２代,クラプヤッ
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The Year of Foundation of Mataram Kingdom:




The kingdom of Mataram emerged in Central Java in the latter part of the
16th century, and in the following century became one of the leading powers
of Southeast Asia. There is a divergence among scholars regarding the date of
this kingdom’s founding. The present article examines the background to this
scholarly debate, and also, on the basis of current research, proposes the year
1578 as the most likely date.
The origins of the divergence lie in the nature of the text upon which histo-
rians have relied, namely the Javanese chronicle Babad Tanah Jawi (History
of the Land of Java). The chronicle was first compiled in the 18th19th century
as a paean justifying the rule of the present king and of the king's ruling house,
and presented to the king. The quandary for historical researchers has been
whether this document should be read as literature or as history.
The present article focuses on an issue that arises when the chronicle is un-
derstood as a historical text : namely, whether the establishment of the king-
dom should be dated to the year when Pamanahan became the lord of Mataram
as a vassal of Pajang, or to the year when Pamanahan’s son Senopati became
ruler of Java in place of the king of Pajang. I argue that the former is the more
appropriate, and that, among the various dates that have been suggested, 1578
is the most likely date for the kingdom’s founding.
